
41 観光研究最前線（2）◉ 持続可能な観光のための指標研究—— 欧州における研究事例との比較から

持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の
指
標

（Sustainable Tourism
 Indicator: 

以

下
、
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）
は
、
観
光
地
が
持
続
的
に

繁
栄
す
る
た
め
の
健
康
診
断
項
目
と
し
て

設
定
さ
れ
る
も
の
で
、
観
光
客
の
満
足
度

や
、
地
域
経
済
の
状
況
、
地
域
資
源
の
状

態
な
ど
を
表
す
客
観
的
な
項
目
が
そ
の

対
象
と
な
る
。

当
財
団
で
は
こ
の
Ｓ
Ｔ
Ｉ
に
注
目
し
、

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
１
月
発
行
の

機
関
誌
『
観
光
文
化
』
第
２
１
６
号
で
は
、

「
指
標
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
観
光
地

の
管
理
・
運
営
」
を
特
集
で
取
り
上
げ
、

欧
米
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
Ｓ
Ｔ
Ｉ

研
究
お
よ
び
開
発
の
系
譜
と
導
入
事
例
の

紹
介
、
国
内
導
入
に
向
け
た
展
望
に
つ
い

持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の
指
標
研
究

―
―
欧
州
に
お
け
る
研
究
事
例
と
の
比
較
か
ら

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
文
化
研
究
部
　
主
任
研
究
員

中
島
　 

泰

観光研究最前線（2）

て
整
理
を
行
っ
た
＊
１
。
加
え
て
現
在
は
、

国
内
の
代
表
的
自
然
観
光
地
２
カ
所
に

お
い
て
、
Ｓ
Ｔ
Ｉ
導
入
の
実
践
的
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
機
関
誌
『
観
光
文
化
』

第
２
１
６
号
の
そ
の
後
の
動
向
も
踏
ま
え

た
上
で
、
２
０
１
５
年
に
発
表
さ
れ
た
欧

州
に
お
け
る
研
究
事
例
の
考
え
方
を
ベ
ー

ス
に
、
比
較
対
象
と
す
る
国
内
観
光
地
と

し
て
沖
縄
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
た
結
果

を
紹
介
し
た
い
。

近
年
に
お
け
る
動
向

（
１
）
Ｓ
Ｔ
Ｉ
の
概
念

Ｓ
Ｔ
Ｉ
を
観
光
地
で
取
り
入
れ
る
目
的

は
、
観
光
地
が
健
康
＝
持
続
的
で
あ
る
た

め
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
設
け
て
定
期
的
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
目
標
達
成
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

管
理
や
政
策
立
案
の
判
断
材
料
と
す

る
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
指
標
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
観
光
客
数

や
観
光
収
入
な
ど
経
済
面
に
着
目
し
た
も

の
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
観
光
地
の
健
康
＝
持
続
性
を
判
断
す

る
視
点
を
経
済
面
以
外
に
も
広
げ
た
の
が

Ｓ
Ｔ
Ｉ
の
特
徴
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

・
観
光
客
は
満
足
し
て
い
る
か
？

・
観
光
事
業
者
は
稼
げ
て
い
る
か
？

・
地
域
住
民
は
観
光
を
歓
迎
し
て
い
る

か
？

・
観
光
資
源
は
守
ら
れ
て
い
る
か
？

の
４
つ
の
視
点
が
入
る
こ
と
が
基
本
で
、

こ
の
４
つ
の
視
点
い
ず
れ
か
に
偏
る
の
で

は
な
く
“
Ｗ
ｉｎ
‐Ｗ
ｉｎ
‐Ｗ
ｉｎ
‐Ｗ
ｉｎ
”

の
関
係
に
あ
る
観
光
地
が
「
持
続
可
能
性

が
高
い
」
と
評
価
さ
れ
る
。

一
つ
の
観
光
地
で
お
お
む
ね
20
～
30
個

の
指
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
標
準
的
で
、

地
域
に
お
け
る
行
政
・
事
業
者
・
専
門
家
・

住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

て
結
果
を
共
有
し
、
仮
に
結
果
が
悪
い
場

合
に
は
対
応
を
検
討
し
て
対
策
を
講
じ
る

こ
と
と
な
る
。

（
２
）
国
際
標
準
の
評
価
基
準
策
定

Ｓ
Ｔ
Ｉ
を
取
り
入
れ
る
動
き
は
、

１
９
９
２
年
に
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

で
開
催
さ
れ
た
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る

国
際
連
合
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）」
に

お
い
て
そ
の
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
以
降
、

各
分
野
に
お
い
て
具
体
化
し
、
観
光
分
野

に
お
い
て
は
、
国
連
世
界
観
光
機
関
（
以

下
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
が
、
観
光
地
向
け
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
す
る
な
ど
開
発
・

普
及
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。

そ
の
後
、
２
０
０
８
年
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ

Ｏ
の
経
験
や
世
界
各
地
域
で
の
実
践
事
例
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posite indicator

（
複
合
的
な
指
標
を
用

い
た
欧
州
版
の
持
続
可
能
観
光
ラ
ベ
ル
の

提
案
）」
で
あ
る
＊
３
（
図
１
、表
１
、表
２
、

表
３
の
出
典
元
）。

同
論
文
で
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｉ
の
考
え
方
を
ベ

ー
ス
に
、
各
指
標
に
重
み
づ
け
を
し
た
上

で
各
観
光
地
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
数

値
化
（
総
合
得
点
化
）
す
る
こ
と
を
試
み

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
各
観
光
地
を
持
続

可
能
性
（
総
合
得
点
）
の
高
い
順
に
並
べ

た
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
成
し
、
ラ
ン
キ
ン
グ

に
応
じ
た
ラ
ベ
ル
（
分
類
）
を
提
案
し
て

い
る
。
そ
の
目
的
は
、
端
的
に
評
価
（
比

較
）
結
果
を
示
す
こ
と
で
、
よ
り
直
観
的

に
関
係
者
が
結
果
を
行
動
に
移
し
や
す

く
す
る
こ
と
に
あ
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｉ
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
事
例
で

は
、「
各
観
光
地
に
お
い
て
」「
各
指
標
が
」

ど
の
よ
う
な
値
を
取
る
か
（
目
標
値
を
達

成
し
て
い
る
の
か
・
い
な
い
の
か
／
経
年

で
増
加
し
て
い
る
の
か
・
減
少
し
て
い
る

の
か
）
に
着
目
す
る
こ
と
が
主
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
観
光
地
間
の
比
較
を
す
る
こ
と

は
基
本
的
に
な
く
、
ま
た
各
指
標
は
個
別

に
そ
れ
ぞ
れ
が
満
足
す
る
値
を
取
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
各
指
標
の
値
を
何
ら
か
の

形
で
足
し
上
げ
る
事
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
総
合
得
点
化
を
し
て

ラ
ン
キ
ン
グ
ま
で
作
っ
て
い
る
今
回
の
研
究

が
、（
是
非
は
と
も
か
く
）目
を
引
き
や
す

い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。今
回
は
、そ
の

内
容
を
紹
介
し
た
上
で
、
国
内
観
光
地
を

ラ
ン
キ
ン
グ
に
組
み
込
む
と
ど
う
な
る
の

か
、
試
算
し
て
み
た
結
果
を
示
し
た
い
。

（
２
）
方
法
論

●
指
標
の
構
成

本
研
究
で
示
さ
れ
る
指
標
は
全
部
で

89
項
目
、
そ
の
う
ち
32
・６
％
（
29
項
目
）

が
社
会
面
の
指
標
、
40
・４
％
（
36
項
目
）

が
経
済
面
の
指
標
、
27
・０
％
（
24
項
目
）

が
環
境
面
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

冒
頭
に
述
べ
た
４
つ
の
視
点
で
言
う
と
、

主
に
、
観
光
客
と
観
光
事
業
者
の
視
点

が
経
済
面
に
、
地
域
住
民
の
視
点
が
社
会

面
に
、
観
光
資
源
の
視
点
が
環
境
面
の
指

標
項
目
に
入
れ
込
ま
れ
て
い
る
（
図
１
）。

こ
れ
ら
の
指
標
は
、
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
基
準
や

Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
の
評
価
項
目
を
参
考
と
し
て
踏

ま
え
つ
つ
、
そ
れ
以
外
の
事
例
も
含
め
て

検
討
し
た
結
果
と
し
て
の
、
新
た
な
指
標

群
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
欧
州
内
の
複

数
の
観
光
地
を
評
価
対
象
と
す
る
た
め
、

そ
の
特
長
は
、
指
標
導
入
の
実
践
を
前

提
に
「
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
に

開
発
さ
れ
た
総
合
的
な
指
標
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
従
来
の
よ
う
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の

指
標
を
作
成
す
る
だ
け
の
や
り
方
と
は
異

な
る
」
点
に
あ
る
＊
２
。

Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
は
２
０
０
０
年
代
よ
り
研

究
・
開
発
が
始
ま
り
、
２
０
１
３
年
か
ら

導
入
開
始
、
同
年
７
月
か
ら
２
０
１
４
年

４
月
に
か
け
て
第
１
期
、
２
０
１
４
年
４

月
か
ら
２
０
１
４
年
12
月
を
第
２
期
の
試

行
期
間
と
位
置
づ
け
て
、
１
０
０
余
り
の

観
光
地
で
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
は
、
第
１
期
に
つ
い
て
は
既
に

中
間
結
果
報
告
が
な
さ
れ
て
お
り
、
第
２

期
の
結
果
に
つ
い
て
も
近
日
中
に
報
告
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

欧
州
に
お
け
る

Ｓ
Ｔ
Ｉ
研
究
事
例

（
１
）
事
例
の
紹
介

２
０
１
５
年
５
月
、
環
境
影
響
評
価
を

主
題
と
す
る
学
会
誌
に
Ｓ
Ｔ
Ｉ
に
関
連
す

る
１
本
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
。

「A
 European Sustainable Tour-

ism
 Labels proposal using a com

-

を
踏
ま
え
て
、
世
界
持
続
可
能
観
光
委

員
会
（
以
下
、
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）
が
Ｓ
Ｔ
Ｉ
を

取
り
入
れ
た
国
際
基
準
を
策
定
し
た
。
初

期
は
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
お
よ
び
旅

行
事
業
者
を
対
象
と
し
た
評
価
基
準
か

ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
観
光
地
の
持
続
可

能
性
を
評
価
す
る
基
準
に
つ
い
て
も
発
表

さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
が
示
す
基
準
は
、

国
際
標
準
故
に
、
世
界
共
通
で
達
成
す
べ

き
最
低
限
の
条
件
を
示
す
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
各
地
域
で
押
さ
え
る
べ
き
固
有
の

持
続
可
能
性
条
件
が
抜
け
落
ち
る
可
能

性
が
あ
る
点
や
、
各
地
域
の
差
別
化
が
図

り
づ
ら
い
点
な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。

（
３
）
欧
州
地
域
に
お
け
る
応
用

そ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
て
、
欧
州

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
で
は
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
基
準
を
ベ

ー
ス
と
し
つ
つ
独
自
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え

た
欧
州
版
観
光
指
標
シ
ス
テ
ム（Europe-

an Tourism
 Indicator System

: 

以
下
、

Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）
を
開
発
し
た
。
そ
の
狙
い
は
、

欧
州
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
続
可
能
で
高
質
な

観
光
地
の
集
ま
り
と
し
て
高
め
、
国
際
的

な
競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。
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の
指
向
性
が
ひ
も
づ
い
て
い
る
。
重
み
づ

け
は
、持
続
可
能
性
を
総
合
的
に
評
価
す

る
際
の
各
指
標
の
重
要
性
・
優
先
度
を
示

す
も
の
で
、
専
門
家
に
よ
る
合
議
に
よ
っ

て
複
数
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
設
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
指
向
性
は
、
各
指
標
の
値
が

大
き
い
ほ
う
が
総
合
得
点
が
上
が
る
性
質

の
も
の
な
の
か
、
そ
の
逆
な
の
か
を
示
す

も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
住
民
１
人
当
た
り
病
床
数
」
は
正（
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
）
に
、「
住
民
１
０
０
０
人
当
た

り
犯
罪
件
数
」
は
負
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
）
と

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
重
み
づ
け
お
よ
び
指
向
性
も
他

の
Ｓ
Ｔ
Ｉ
の
事
例
で
は
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
少
な
い
。
と
い
う
の
も
、
通
常
、

指
標
は
目
標
値
に
向
け
て
指
向
を
持
つ
も

の
で
あ
り
、
現
状
が
目
標
値
を
下
回
る
場

合
に
は
正
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）、
現
状
が
既

に
目
標
値
を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
負

（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
）
に
指
向
性
を
持
つ
と
い

っ
た
形
で
、
一
つ
の
指
標
が
正
・
負
両
方

の
指
向
性
を
持
ち
得
る
と
考
え
る
こ
と
が

多
い
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
過
ぎ
た
る

は
、
な
お
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」
の
考
え

方
で
あ
る
が
、
そ
の
点
は
本
研
究
で
は
考

慮
さ
れ
な
い
。

多
く
の
観
光
地
で
共
通
に
計
測
さ
れ
て
い

る
項
目
か
ら
指
標
を
選
別
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
欧
州
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
）
の
統

計
担
当
部
局
で
あ
る
「
ユ
ー
ロ
ス
タ
ッ
ト

（Eurostat

）」
が
統
一
的
に
提
供
で
き
る

デ
ー
タ
か
ど
う
か
が
大
き
な
判
断
基
準
と

な
っ
て
い
る
。

●
指
標
の
重
み
づ
け
と
指
向
性

具
体
的
な
指
標
項
目
に
つ
い
て
は
、
表

１
、
表
２
、
表
３
に
示
し
た
。

先
述
の
通
り
、
ユ
ー
ロ
ス
タ
ッ
ト
の
提

供
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
た
め
、

観
光
に
限
ら
な
い
一
般
的
な
デ
ー
タ
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る

（
例
え
ば
、
人
口
構
造
に
関
す
る
指
標
な

ど
）。
ま
た
、
経
済
面
の
指
標
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
の
は
、
各
側
面
の
指
標
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
取
り
込
み
、
観
光
地
と
し
て

の
持
続
性
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

こ
と
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
向
上
・
ブ
ラ
ン
ド

価
値
の
創
造
に
よ
っ
て
競
争
力
強
化
と
観

光
客
獲
得
に
つ
な
げ
た
い
意
思
の
表
れ
で

あ
ろ
う
。

な
お
、
本
指
標
は
総
合
得
点
化
を
す

る
に
あ
た
っ
て
、
指
標
ご
と
に
重
み
づ
け

と
正
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）・負
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
）

図１	 欧州版	持続可能観光指標の体系と項目数

人口構造に対する効果
（6）

コミュニティに対する
観光の効果（4）

地域住民および地域に資す
る観光の経済的利益（10）

観光客の満足度の維持
（2）

開発規制（1）

多様な体験の提供（5）

観光活動の季節変動
（3）

観光雇用（7）

観光に関連した移動
（7）

観光地の競争力（1）

ヨーロッパ
観光地版

持続可能性指標
（89）

社
会
指
標
（
29
）

経
済
指
標
（
36
）

環
境
指
標
（
24
）

社会的な収容力（2） 観光地の安全性（4）

地域住民の福祉レベル
に対する効果（11） 文化資源の保全（2）

施設・設備に対する
視覚影響管理（3） 自然生態系の保護（1）

観光利用の強度（1） エネルギー管理（3）

環境保護に対する
公的支出（1） 上下水管理（11）

資源利用（1） 大気汚染（3）

＊ 括弧内の数字は指標の数
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44

●
評
価
対
象
と
得
点
化

本
研
究
に
お
け
る
観
光
地
と
し
て
の
評

価
対
象
は
、
欧
州
内
の
28
の
国
で
あ
る
。

一
般
的
な
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

国
単
位
は
大
き
い
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る

す
い
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
対
象
を
国
単

位
と
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

総
合
得
点
は
各
指
標
の
得
点
の
和
で

表
さ
れ
、
各
指
標
の
得
点
に
つ
い
て
は
以

下
の
式
で
算
出
さ
れ
る
。

こ
こ
で
言
う
指
標
値
は
当
該
指
標
の

計
測
値
で
あ
り
、
要
求
レ
ベ
ル
は
指
標
を

得
点
化
す
る
際
の
基
準
値
と
な
る
値
で
、

欧
州
に
お
け
る
平
均
値
あ
る
い
は
今
回
の

対
象
国
の
平
均
値
等
を
ベ
ー
ス
に
指
標
ご

と
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
「
住
民
１
人
当
た
り
病
床
数
」

に
つ
い
て
指
標
値
＝0.0135

（
床
）
で
あ

れ
ば
、
要
求
レ
ベ
ル
は0.0055

（
床
）
に

設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
指
標
の
得
点
は

左
の
通
り0.0394

（
点
）
と
な
る
。

観光文化228号 January 2016

が
、
同
一
指
標
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
取
得

し
や
す
い
の
が
国
単
位
で
あ
る
こ
と
、
評

価
結
果
を
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
・
ブ
ラ

ン
ド
価
値
の
創
造
に
結
び
付
け
る
と
い
う

点
で
言
う
と
国
単
位
が
よ
り
認
知
し
や

（指向性が正（ポジティブ）の指標の場合）

     指標値 － 要求レベル
指標の得点 ＝	 × 重みづけ

     要求レベル

（指向性が負（ネガティブ）の指標の場合）

     要求レベル － 指標値
指標の得点 ＝	 × 重みづけ

     要求レベル

（住民1人当たり病床数の得点）

0.0135 － 0.0055
0.0394 ＝	 × 0.02714

0.0055

表１ 欧州版 持続可能観光指標の項目および重みづけ・指向性（社会指標）
重みづけ
（最終） 指向性ID 社会指標

	 S1	 住民1人当たり病床数	 0.02714	 positive

	 S2	 住民1人当たり病院従業員数	 0.02714	 positive

	 S3	 住民1000人当たり乗用車数	 0.02722	 positive

	 S4	 住民1000人当たり交通事業者数（鉄道、タクシー、その他陸上交通、レンタカー、航空） 	 0.02202	 positive

	 S5	 住民1000人当たり（警察に記録された）犯罪件数	 0.01184	 negative

	 S6	 治安維持に係る一般財政支出額（GDP比）	 0.01074	 positive

	 S7	 住民1000人当たり警察官数	 0.00974	 positive

	 S8	 総鉄道輸送および商業航空輸送における事故率	 0.00894	 negative

	 S9	 住民1000人当たり道路交通事故死者数（住民と訪問者双方を含む）	 0.01034	 negative

	 S10	 ユネスコ世界文化遺産およびユネスコ世界無形文化遺産に登録されている資産の数	 0.03835	 positive

	 S11	 ユネスコ世界文化遺産の暫定リスト入りしている資産の数	 0.03435	 positive

	 S12	 若年層（20歳未満）率	 0.00559	 positive

	 S13	 高齢層（65歳以上）率	 0.00557	 negative

	 S14	 人口密度	 0.00532	 negative

	 S15	 人口増減率	 0.00557	 negative

	 S16	 純移動率	 0.00557	 negative

	 S17	 自然増加率	 0.00571	 negative

	 S18	 外国人居住者率	 0.02764	 negative

	 S19	 住民に対する観光客の割合	 0.03408	 negative

	 S20	 平均寿命	 0.00856	 positive

	 S21	 貧困予備層率	 0.00964	 negative

	 S22	 ジニ係数	 0.00805	 negative

	 S23	 高等教育機関に在籍する人口率（レベル3,4,5,6）	 0.00768	 positive

	 S24	 従属人口指数	 0.00787	 negative

	 S25	 土地、建物、その他構造物にかかる税金（GDP比）	 0.00785	 negative

	 S26	 観光業における女性従業員率（ホテル・レストラン）	 0.00853	 positive

	 S27	 観光業とその他業における女性従業員率の割合	 0.00853	 positive

	 S28	 低賃金で働く観光業における女性従業員率	 0.00853	 negative

	 S29	 観光業とその他業における低賃金で働く女性従業員率の割合	 0.00853	 negative
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国
内
観
光
地
へ
の
適
用
・

比
較

（
１
）
指
標
の
合
致
度

●
沖
縄
観
光
成
果
指
標

沖
縄
観
光
成
果
指
標
は
、
沖
縄
県
が

２
０
１
４
年
度
（
平
成
26
年
度
）
か
ら
導

入
し
て
い
る
Ｓ
Ｔ
Ｉ
で
あ
る
。
経
済
、
観

光
客
、
県
民
、
環
境
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

５
側
面
に
わ
た
る
40
項
目
の
指
標
を
設
定

し
た
国
内
初
の
Ｓ
Ｔ
Ｉ
の
開
発
・
運
用
事

例
で
あ
る
。

国
内
で
は
現
時
点
に
お
い
て
も
沖
縄
観

光
成
果
指
標
が
ほ
ぼ
唯一の
Ｓ
Ｔ
Ｉ
実
践
事

例
と
な
る
た
め
、
今
回
は
沖
縄
県
を
対
象

地
域
と
し
て
、沖
縄
観
光
成
果
指
標
に
含

ま
れ
る
指
標
お
よ
び
沖
縄
県
が
公
開
し
て

い
る
公
的
デ
ー
タ
を
も
と
に
分
析
を
行
っ
た
。

●
沖
縄
で
取
得
可
能
な
デ
ー
タ
と
の

合
致
度

欧
州
版
持
続
可
能
観
光

指
標
の
11
・
２
％
は
、
沖

縄
観
光
成
果
指
標
に
お
い

て
も
そ
の
ま
ま
指
標
と
し

て
設
定
さ
れ
て
い
る
同
一
の

指
標
で
あ
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
観
光
客

数
や
平
均
滞
在
日
数
、
地

域
住
民
と
観
光
客
の
比
率

な
ど
、
観
光
客
に
係
る
指

標
が
多
い
。
そ
し
て
、
半

分
弱
（
47
・
２
％
）
は
公

開
さ
れ
て
い
る
公
的
デ
ー

タ
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で

き
、
残
り
の
約
４
割
（
41
・

６
％
）
は
デ
ー
タ
が
な
い
状

況
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ

れ
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
調
べ
（
平

成
27
年
11
月
14
日
時
点
）

の
た
め
、
若
干
数
字
が
動

く
可
能
性
は
あ
る（
図
２
）。

表２ 欧州版 持続可能観光指標の項目および重みづけ・指向性（経済指標）
重みづけ
（最終） 指向性ID 経済指標

	 E1	 観光客到着数	 0.00889	 positive

	 E2	 平均滞在日数	 0.00932	 positive

	 E3	 総観光客消費額	 0.01027	 positive

	 E4	 総従業員におけるサービス業従業員率	 0.00982	 positive

	 E5	 サービス業におけるフルタイム従業員率	 0.00936	 positive

	 E6	 四半期ごとの閑散期に対する繁忙期における失業者率の割合	 0.00875	 positive

	 E7	 IT支出（GDP比）	 0.00718	 positive

	 E8	 インターネット接続している観光事業者率	 0.00777	 positive

	 E9	 住民1人当たり可処分所得	 0.00744	 positive

	 E10	 GDPに対するホテル・レストランの寄与率	 0.00791	 positive

	 E11	 当該国における観光地のナショナルジオグラフィック誌の平均格付け点数	 0.02507	 positive

	 E12	 観光商品と全商品の物価指数の割合	 0.02156	 positive

	 E13	 サービス業および宅地利用向けの表土率	 0.01758	 positive

	 E14	 住民1人当たり公認宿泊施設の空き室数	 0.00594	 positive

	 E15	 公認宿泊施設における総室数に対する空き室率	 0.00628	 positive

	 E16	 旅行者の公認宿泊施設利用率	 0.00546	 positive

	 E17	 住民1000人当たりの修復作業に取り組む事業者数（レストランおよび移動食品販売店）	 0.00597	 positive

	 E18	 観光スポットの数（ミシュラングリーンガイドにおける観光スポットに分類されるもの）	 0.00655	 positive

	 E19	 繁忙期に対する閑散期の観光客の割合	 0.01289	 positive

	 E20	 繁忙期に対する閑散期の観光産業雇用数の割合（ホテル、レストラン）	 0.01328	 positive

	 E21	 中間～閑散期における観光客向けイベント数	 0.01135	 positive

	 E22	 観光産業従業員数（ホテル、レストラン）	 0.00916	 positive

	 E23	 総従業員に対する観光産業従業員率	 0.00894	 positive

	 E24	 観光産業従業員のうちフルタイム従業員の割合	 0.00864	 positive

	 E25	 観光産業における業務中の事故割合（ホテル、レストラン）	 0.00686	 negative

	 E26	 観光産業における同一雇用者元での勤続期間	 0.00719	 positive

	 E27	 観光産業における平均収入	 0.00865	 positive

	 E28	 他産業に対する観光産業における平均収入の割合	 0.00874	 positive

	 E29	 住民1000人当たり乗客輸送用道路交通（大型バス、中小型バス、トロリーバス）および鉄道座席数	 0.00391	 positive

	 E30	 住民1000人当たり乗客輸送用航空機数	 0.00396	 positive

	 E31	 道路・鉄道網のネットワーク密度（総面積に対する利用ネットワーク延長）	 0.00384	 positive

	 E32	 一般利用の空港数	 0.00378	 positive

	 E33	 旅行における航空輸送利用率	 0.00374	 positive

	 E34	 旅行における鉄道輸送利用率	 0.00371	 positive

	 E35	 旅行における道路輸送利用率	 0.00381	 positive

	 E36	 公認宿泊施設における平均稼働率	 0.01653	 positive
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こ
れ
ら
を
社
会
、
経
済
、
環
境
の
各
側

面
別
に
見
て
み
る
と
、
沖
縄
観
光
成
果
指

標
で
も
取
り
上
げ
て
い
る
割
合
は
、
経
済

面
＜

環
境
面

＜

社
会
面
の
順
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
沖
縄
県
が
観
光
指
標
を
設
定

し
た
際
に
、
観
光
と
の
関
わ
り
に
お
い
て

経
済
面
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
、
逆
に
見

る
と
欧
州
に
お
い
て
住
民
の
福
祉
や
厚
生

面
な
ど
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
公
的
な
デ
ー
タ
で
の
カ
バ
ー
率

は
社
会
面
の
指
標
が
高
い
。
こ
れ
は
、
社

会
面
の
指
標
に
は
観
光
分
野
に
限
ら
な
い

一
般
的
な
指
標
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

（
２
）
地
域
間
比
較
の
結
果

今
回
紹
介
し
た
論
文
で
は
、総
合
得
点

化
し
た
値
を
も
と
に
地
域
の
ラ
ン
キ
ン
グ

表
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
れ
を
「
カ
ン
ト

リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン
グ
」
と
名

表３ 欧州版 持続可能観光指標の項目および重みづけ・指向性（環境指標）
重みづけ
（最終） 指向性ID 環境指標

	 EN1	 自然保護地区指定率	 0.03571	 positive

	 EN2	 観光由来の最終エネルギー消費	 0.01225	 negative

	 EN3	 観光由来の総エネルギー消費のうち再生エネルギー消費率	 0.01316	 positive

	 EN4	 観光由来のエネルギー強度	 0.01264	 negative

	 EN5	 観光由来の水消費量	 0.01802	 negative

	 EN6	 住民1000人当たり都市下水処理施設数	 0.01799	 positive

	 EN7	 下水道処理人口普及率	 0.01901	 positive

	 EN8	 ごみ発生量	 0.00430	 negative

	 EN9	 ごみ処理量	 0.00455	 positive

	 EN10	 ごみ処理における資源回収率	 0.00479	 positive

	 EN11	 ごみ処理におけるエネルギー回収率	 0.00462	 positive

	 EN12	 ごみ処理における焼却率	 0.00431	 positive

	 EN13	 ごみ処理における埋立率	 0.00445	 positive

	 EN14	 再生資源利用のごみの量	 0.00444	 positive

	 EN15	 回収ごみに対する再生資源利用のごみ率	 0.00472	 positive

	 EN16	 近隣の騒音に影響を受けている人口率	 0.01098	 negative

	 EN17	 1人・1日当たりの大気汚染排出量	(硫黄酸化物、窒素酸化物、アンモニア、非メタン揮発性有機化合物）	 0.01064	 negative

	 EN18	 住民1人当たり二酸化炭素排出量	 0.01099	 negative

	 EN19	 市街化区域	 0.00929	 negative

	 EN20	 総自然景観区域	 0.01039	 positive

	 EN21	 道路ネットワーク密度	 0.00896	 negative

	 EN22	 観光客人口密度	 0.01272	 negative

	 EN23	 住民1人当たりの環境保護に係る財政支出額	 0.01277	 positive

	 EN24	 国内物的消費量（DMC）	 0.02157	 negative

図２	 欧州版	持続可能観光指標と沖縄県データの合致度

全体

経済指標 環境指標社会指標

11.2%

16.7%3.4% 12.5%

47.2%

36.1%72.4%
33.3%

41.6%

47.2%

24.1%

54.2%

沖縄観光成果指標に
含まれている

公的データでの公開がある

公的データでの公開がない

（公財）日本交通公社調べ
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付
け
て
い
る
。

対
象
地
域
に
お
け

る
順
位
は
、フ
ラ
ン
ス

が
第
１
位
、
次
い
で

イ
タ
リ
ア
、ノ
ル
ウ
ェー

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
沖
縄
県
に
つ

い
て
合
致
す
る
指
標

デ
ー
タ
の
み
を
評
価

対
象
と
し
て
試
算
し

た
結
果
を
挿
入
し
た

も
の
が
図
３
で
あ
る
。

沖
縄
の
試
算
値
は

-0.0136

で
あ
り
、欧

州
の
評
価
対
象
の
中

で
は
中
間
位
に
位
置

す
る
結
果
と
な
っ
た
。

ま
と
め

今
回
試
算
し
た
沖

縄
県
に
お
け
る
総
合

得
点
の
値
は
、
半
分

程
度
の
指
標
し
か
計

算
の
対
象
に
含
ま
れ

て
お
ら
ず
、
残
り
の

指
標
が
取
る
値
に
よ

っ
て
は
大
き
く
位
置
が
変
動
す
る
可
能
性

が
大
き
い
た
め
、
こ
こ
で
は
沖
縄
県
の
順

位
、
位
置
を
議
論
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。

た
だ
し
、
国
内
に
お
け
る
Ｓ
Ｔ
Ｉ
導
入

が
な
か
な
か
進
ま
な
い
現
状
が
あ
る
中
で
、

こ
う
し
た
形
で
導
入
に
積
極
的
な
諸
外

国
の
状
況
と
の
比
較
デ
ー
タ
を
示
す
こ
と

は
、
導
入
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
得

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
Ｓ
Ｔ

Ｉ
を
導
入
す
る
意
義
と
し
て
「
継
続
的
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
検
証
に
よ
っ
て
自
地
域

を
徐
々
に
理
想
の
観
光
地
の
姿
に
近
づ
け

て
い
く
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
た
地
域
の
改
善
」

が
一
般
的
に
理
解
し
づ
ら
い
こ
と
が
導
入

の
進
ま
な
い
原
因
に
は
な
っ
て
い
な
い
か
。

そ
う
し
た
際
、
シ
ン
プ
ル
な
結
果
と
し

て
総
合
得
点
が
一
つ
の
数
値
で
出
て
い
る

こ
と
で
、
例
え
ば
前
年
と
比
較
し
て
自
地

域
が
進
化
し
て
い
る
の
か
後
退
し
て
い
る

の
か
が
「
誰
に
で
も
」「
す
ぐ
に
」
理
解

が
で
き
、
な
お
か
つ
他
の
観
光
地
を
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
と
し
て
比
較
し
て
自
地
域
の
現

在
位
置
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
こ
と
は
Ｓ
Ｔ
Ｉ
に
取
り
組
む
意
欲
に
前

向
き
の
効
果
を
生
む
だ
ろ
う
。

今
回
は
欧
州
に
お
け
る
研
究
事
例
か

ら
国
内
観
光
地
の
評
価
を
試
み
た
が
、一

つ
の
指
標
が
一
方
向
の
指
向
性
し
か
持
た

な
い
こ
と
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
規
模
の

大
き
な
観
光
地
が
高
く
評
価
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
、
な
ど
い
く
つ
か
の
課
題

も
発
見
で
き
た
。

当
財
団
で
は
今
後
、
そ
れ
ら
の
課
題
を

解
決
し
つ
つ
、
国
内
の
都
道
府
県
単
位
あ

る
い
は
よ
り
小
さ
な
地
域
単
位
で
の
持
続

可
能
な
観
光
地
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
の

国
内
版
評
価
・
得
点
化
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
な
か
じ
ま　

ゆ
た
か
）
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図３ カントリー・ブランド・ランキングにおける沖縄県の位置（試算値）
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